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１．数値目標の達成状況の確認（確定値）

様式4－①　都市再生整備計画に記載した目標を定量化する指標の確定

単位 評価値 目標達成度 理由 改善策の方向性

確定 あり

見込み ● なし

確定 あり ●

見込み ● なし

確定 あり

見込み ● なし

確定 あり

見込み なし

確定 あり

見込み なし

※全ての指標について記入

様式4－②　その他の数値指標の確定

単位 評価値 達成度 理由 改善策の方向性

確定

見込み

確定

見込み

確定

見込み

※全ての指標について記入

H　　年　月

□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

※フォローアップの必要のある指標について記入

※フォローアップの必要のある指標について記入

□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

H　　年　月

ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟ時
点での達成

度

確定値が評価値と比較して大きな差異がある
場合や改善が見られない場合等

その他の
数値指標２

その他の
数値指標３

総合所見

□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

H　　年　月

ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟに
よる確定値

計測時期

指標３
主要観光施設への
観光客の入り込み
数

万人／
年

62

その他の
数値指標１

指　標 従前値

-

事後評価

見込み・確定の別

H　　年　月指標５

□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

防府天満宮を始めとする歴史
景観と合ったまち並みが評価
されているが、一方でより広域
な整備も求められている。

72 84 H25年9月

54 -

□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

防府天満宮の観光客数が約
10万人増加した。

□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

指標４

指標２
景観およびまちづく
りに関する満足度

％ 46 61

総合所見

調査地点に隣接するスーパー
の閉店により交通量が減少す
るかと思われたが、休日にお
ける観光客等により交通量は
増加した。

□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

確定値が評価値と比較して大きな差異がある
場合や改善が見られない場合等

-○

H　　年　月

事後評価 ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟ時
点での達成

度

○

○

ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟに
よる確定値

229

計測時期

H25年9月

H25年9月

○

事後評価シート　様式２-1及び添付様式2-②から転記　※全ての指標について記入

指　標 従前値 目標値

指標１
観光交流センター付
近の自転車・歩行者
数

人／日 100

1年以内の
達成見込み

56

70

1年以内の
達成見込み

△

209

見込み・確定
の別

200 ○

目標値

事後評価シート　様式２-1及び添付様式2-①から転記　※全ての指標について記入



２．今後のまちづくり方策の検証

様式4－③　「今後のまちづくり方策」の進捗状況

様式4－④　フォローアップにより新たに追加が考えられる今後のまちづくり方策

事後評価シート　添付様式5－③から転記

・成果を持続させるために
　行う方策

改善策

・まちづくりの目標を達成するた
 めの改善策
・残された課題・新たな課題への
　対応策
・その他　必要な改善策

事後評価シート　添付様式5－③に記載した
今後のまちづくり方策（事項）

観光客の入り込み数の増加と回遊性の向上

旧山陽道や萩往還沿いの歴史的なまち並みの再
生

自転車・歩行者通行量の維持

歩行者、自転車の通行の安全性の確保

旧山陽道と萩往還が重層する道路の修景整備の検討

観光交流センターにおけるレンタサイクル事業の継続
レンタサイクルを活用したまち歩きの実施
歩行によるまち歩きの実施

周辺住民との検討協議を実施した。

自転車、歩行者の通行量を維持できた。

若干の速度抑制が見られる。

追加が考えられる今後のまちづくり方策 実施にあたっての課題　その他特記事項

ゾーン３０の指定

実施した結果

観光交流センター周辺を観光する人にとっての利
便性が向上するとともに、観光客数が増加した。

観光交流センター周辺の店舗で構成する「うめてらすネット
ワーク」の会員数を増加させるとともに、加盟店で使用でき
る割引券を発行

実施した具体的な内容

民間による新たな観光施設の起業援助

現在、地区西側で整備中である主要地方道の整備
後、交通量等の状況を確認し、速度及び交通量のコン
トロールを検討

今後の課題　その他特記事項

通年的な観光交流施策の継続的な展開

宮市・三田尻地区都市再生整備計画において事業化

具体的内容

・速度制限箇所の周知
・交通安全対策に関する社会実験の検討

・警察協議を行う必要がある
・標識の追加の場合は十分な周知が必要

ＰＲ活動の実施 平成26年度以降 ・既に活動を行っている団体との連携が重要

交通安全対策の実施

・駅等の公共交通施設や防府市周辺の高速道路ＰＡ等での情報発信
・防府の魅力を伝えるシンポジウム等の開催（今まで行ってきたＷＳの継続）
・観光客が集まりやすい施設入り口等利用した情報板の配置検討

実施時期

平成26年度以降


